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分離するが不純物があると界面がビン止めされて ドメインの成長は非常に遅 くなる｡ しか し
系統的な研究 はされておらず重要な課題となっている｡
従来 dilutedlsingmodelの simulatiorLは数多 くなされているが相分離の後期過程を
調べるには適当な方法 とはいえず､よりSimulationのはっきりした結果が望まれていたOそ
こで我々は不純物を含みスカラーの秩序変数が保存 しない系を相分離のSimulatiortには最適
なセルダイナ ミックスの手法を用いて解析 し, こで以下の結果を得た 【11｡
(i)特徴的長さ l(i)の数値データは中間的な時間 スケールでl(i)～logt (Fig･2)で記
述できたO これは時間のべ きでの成長からより遅 い成長へのクロスオーバーと思われるOま
た後期過程では L(i)～(logi)■という成長別を見出 し､指数 とは HusearLdHenleyl21の次
元解析による t-4と矛盾 しない結果を得た (Fig.3)｡
(i)不純物を含まぬ系では重要でない熱揺 らぎが特に後期過程で重要になることを見出
した｡また熱揺 らぎのない系では完全に ドメインの配置が凍結 して しまうことを見出 した｡
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